
 

～ 「判断」を求められて ～ 
 

いつ梅雨が明けるのかと思うほど、雨の日が多く不安定なお天気が続きました。雨が強風を伴い

激しく打ちつける日も多くありました。全国放送で「大雨特別警報」という聞きなれない言葉が緊急

ニュースで流れました。停滞前線と複雑な仕組みで「線状降水帯」が発生し、豪雨で河川の氾濫、土

砂災害が次々に起こりました。被災地の住民は

「命を守る」ため避難所に行くのか、新型コロナ

ウイルスの感染防止のため自宅で難を逃れる

か、「命」に触れる重大なことの判断を迫られる

ことになりました。「新型コロナウイルス」と「線

状降水帯」というこの二つの言葉は、私たちにと

って“生命を脅かすおそれがあるもの”として理

解されることとなりました。 

新型コロナウイルス感染拡大の対策も「新しい生活様式」が示される中、第２波と言われる感染拡

大が進んでいます。体育の授業では児童の熱中症の発生を警戒してできない日もあり、感染防止の

ため小学校の水泳授業も中止となっています。成長期に体を動かし鍛えることが難しくなってきて

います。感染を防ぐためのマスク着用が熱中症を誘発させてしまう危険性も指摘されています。体

調に関しては大人でも判断を誤ることもあるのに、子どもたちにはとても難しいことです。学校が

始まって、暑さや高い湿度のために体調を崩した人もいました。今年の夏も暑い日が続くことが予

想されます。学校でも子どもたちには、何をするにしても無理をすることなく体を休めること、しっ

かり水分補給をすることや体調に異変はないかと呼びかけています。 

昨今、いろいろなことで生命に係る重大な判断や決断が求められてきています。子どもたちの「判

断」する力を育てることがよりいっそうに大切になってきました。ご家庭でも「自分の生命を守る行

動や判断」について話し合う機会があればうれしく思います。 

さて、今年の夏休みは短く、すぐに２学期が始まります。休み中は学習や遊びはもちろんのこと

ですが、「生活」の基盤である家事のお手伝いも重要な学びの一つです。しっかりお手伝いをし

て、考える力・創意工夫する力そして「判断」する力を学ばせてあげてください。簡単なことでは

ないと思いますが、梅雨が明けるように感染症対策が続く不安な時期もいずれ終わることを祈るば

かりです。２学期の子どもたちのさらなる成長を見守りたいと思います。（ 教頭 田中 穂積 ） 
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宮  通  信 
                            和歌山市立宮小学校 Tel 473-6131 

＜近隣の道路上・商業施設等への無断駐停車 禁止のお願い＞ 
 都度、ぐるりんメールでお知らせしておりますが、お子様の送迎を目的とした無断駐停車により、近

隣の商業施設や交通に多大な迷惑をおかけしています。学校行事を含め、今後のお子様の送迎の

ため短時間といえども無断駐停車は、絶対にしないよう重ねてお願いいたします。 



 


